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1 鳥巣氏実績(1) Na号asakiArchive (ナガサキアーカイブ)

長崎の地形を立体的に傭瞰しながら、被爆者の写真と体験談を、1945年8月9日に実際に
被爆した場所と関連づけて閲覧できるホームページ。

長崎新聞社や、長崎原爆資料館と連携・協力して制作しており、被爆の実相や復興を遂げた

長崎の様子などをインターネットを通じて体感できます。

'田 .

ローJマ

^づつ

更京五轄

涯^客

呂で検素

.スト碩累

,

-1

・倉'.、、、.

^

"'亀y'、ー゛.!..
"〆、.、●一

"叉
エ=゛'「.
^

^^^

●、.^

.

^

、

'ζ・^ー

匂

、(エ!
,、

壱
,

-1

1,

、^

也

.

浜崎均さん

亀

^

.

兄は骨のかけらに

浜的均さん〔■51
地から0ιキロ曜れた凱立異時工鳥学絞(当時)

入市牲皿

^

「腕時計が壊れ兀ので賃してくれないか」

.あの日の朝、ーつ年上の兄=当時07)=

ιL頼まれ、私は自分のを手渡しκ.まさかあ

て兄との晶後の会話1こなろうとは_..

当時、兄と私は県立長的工縦字校(現在の

長鵠工撲高校)の生徒だった.戦争で授業ど

ころではなく、払1'紐友とともt」昭和_十年V

^

U

.

^

^

IL'丁君、

^

、七

^

、..

^^

、廟

^^

^

゛,

゛

゛

L

^

゛

主ノ、

"('
雪

.キ

^

立

.
、
,
.
、

.
、
,
.

書
一
砥』.

,;

ヨ

t
、

・
よ

、
一
一

巳

〕
,

-
R
、

鷺
織

、
、
J

,
、
''

隼
、

阜
W
-

重や
U

、



1 鳥巣氏実績(2)長崎伝習所・東京出島塾

東京在住の長崎市出身者が集まり、外から見た長崎のすぱらしさや活かし方を考えて、市民

に知つてもらおうとする塾(平成24年・25年度)。

市民の郷土愛を育むような取り組みなどを次々と実施した。平成24年度には、「こうなった

ら長崎の未来は楽しい」と思うことを記事にして長崎新聞で紹介し話題を呼んだ。
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